
改善箇所説明図

識別：スイッチの形状が異なっていることから目視で識別可能。

デフロック装置を装備したロードローラにおいて、デフロック装置の油圧回路が不適切なため、デフロック使
用時に高圧が発生し、走行モーターに過大な負荷がかかることがある。そのため、高い頻度でデフロックを
使用した場合に、走行モーターの軸受けの消耗が早まり、最悪の場合、走行モータが破損して走行できなく
なるおそれがある。 

改善措置の内容 
全車両、デフロック装置の油圧回路を変更した対策品に交換する。 

基準不適合発生箇所 

デフロックバルブ 


